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いわき市立好間中学校

Ｎｏ ３5

教育目標 ○礼儀正しい生徒 ○進んで学ぶ生徒 ○心身ともに健康な生徒 ２０２1．１１．１９

第２学期末テスト実施
１１月１８日（木）１９日（金）第２学期末テストが行われました。

テストに向けては、先週末から昼休みの学習が始まり、生徒の皆さんは
限られた時間を熱心に勉強に励んでいました。また、テスト中は、どの
教科も真剣に臨んでいました。今回は、２学期のまとめとして、とても
大切なテストでした。教科の評価は、テストばかりでなく、日頃の授業
での活動や提出物、作品などを総合的に判断して決められますが、定期
テストは、授業内容や家庭での学習の成果がしっかりと現れるので評価
には重要なデータとなります。

来週にはテストの採点が終わる
かと思いますが、テストの結果を
もとに、テストに向けての学習時
間は十分であったか、教科ごとの
自分なりの学習方法は身に付いて
いるか、そして、日々の授業で内
容をしっかりと理解していたか等、
自分を振り返ってほしいと思いま
す。

防犯教室がありました
１１月１２日（金）防犯教室が

ありました。講師の先生はＮＴＴ
docomo の保土原 純先生です。新
型コロナウイルス感染防止のため、
防犯教室は各教室でオンラインで
行いました。保土原先生は、高校
生が自分のダンス動画をＳＮＳに
投稿したところ、批判のコメント
が来たので、それをブロックした
ら、怒りを買い、住所を特定され
てしまうというビデオをもとに、
ＳＮＳトラブルについて説明しま
した。
「インターネット上に、おもしろいから、知名度が上がるからと安易に写真や動画をアップすると、住所や
学校名などの個人情報を特定される恐れがあります。家まで押しかけられたり、暴力を振るわれたり、車で
待ち伏せされて誘拐されたりする事件が起きています。公開範囲を友人のみにしても、その友だちが別のＳ
ＮＳにその情報を送れば拡散してしまいます。実際に、ストーカー行為で逮捕された犯人が、被害者のこと
を動画を見て知ったという例があります。ＳＮＳは誰が見ているかわからないということをしっかりと意識

しましょう。」
また、友人同士のメールによるやり取りの危うさを、高校生のメー

ルトラブルのビデオをもとに紹介しました。「行き違いがあったら、直
接会って話すことが大切です。また、感情的になってすぐにメールを
送るのでなく、少し時間をおいて冷静になってメールすることが大切
です。そして、批判や中傷があった場合は、１人で抱え込まずに大人
に相談してください。」
生徒の皆さんは真剣に学んでいました。「ＳＮＳの利用の仕方を改め

ようと思いました。」と感想を言う生徒もいました。ＳＮＳによって犯
罪に巻き込まれたり、メールでのトラブルで誹謗、中傷、いじめに発
展したりしないように、今回学んだことをしっかりと生かしてほしい
と思います。

裏面に続きます。
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授業力向上を目指して
学校教育の要は何と言っても授業です。好間中学校では「主体

的、対話的で深い学び」の授業を目指して、先生方が研究授業を行
い、授業力向上に努めています。第２学年では、先週、社会と保健
体育の研究授業がありました。
社会の研究授業は１１月８日（月）原田 忠孝先生が、２年１組

で行いました。原田先生は京都の写真か
ら、生徒のみなさんに、町に電線がない
ことやコンビニ店の色が派手でないこと
に気づかせ、なぜ、奈良や京都では景観
に配慮した町づくりが行われているかを
考えさせました。生徒のみなさんは、グ
ループになってお互いの意見を交流させ、
考えを深めていました。話し合いがスム
ーズで、みんな落ち着いた雰囲気で授業
に臨んでいました。
保健体育は１１月１０日（水）安田 晴美先生が２年３組の生徒と行いました。

場所は体育館で、創作ダンスの内容です。生徒のみなさんは、グループに分かれ、
自分たちで振り付けを考えました。安田先生はグループごとにアドバイスをして、
生徒の個性を生かしたオリジナリティーあふれるダンスを引き出していました。
そして授業の終わりにはグループごとに音楽に合わせてダンスを披露しました。
まだまだ練習の途中でしたが、素敵なダンスが期待できそうです。

＜来週の予定＞ １１月

２２（月） 基礎学力コンテスト＜理科＞準備期間～２６日 ２５(木) ＡＬＴ訪問
◇部活動生徒完全下校１８：３０ ◇部活動生徒完全下校１８：３０

２３（火） 祝 勤労感謝の日 ２６(金) 給食のない日 ＡＬＴ訪問
◇部活動生徒完全下校１７：３０

２４（水） スクールカウンセラー来校 ＡＬＴ訪問
◇部活動なし １５：３０完全下校

खːʴࠓໄՠʴʸʮ˰̛
新人大会に向けては学校行事としての選手激励会はありません。新人戦を控えた生徒には、各クラスで工

夫を凝らしてミニ激励会を行って
ます。新人戦に出場する生徒が抱
負や決意を述べ、即興の応援団員
が、やや照れながらも力強く同級
生にエールを送り、それに合わせ
てクラスみんなで手拍子を送る様
子はとてもほほえましいです。選
手の皆さんは、「よし、がんばる
ぞ。」という思いになることでし
ょう。


